| ジャ クサ ス | 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


よい よ 9 月 に H-IIA ロ ケッ ト 13 号 機 が 打ち 上 
$ げ ら れ ま す 。 HLHA に よる 初 の 月 周回 衛 時 
の 打ち 上 げ で あり 、 また 初 の 民間 移管 に よ 
る 打ち 上 げ で も あり ます 。 今回 の 打ち 上 げ 
へ の JAXA の 関わ り 方 に つい て 河内 山 治朗 理事 に 話し て 
も らい まし た 。 愛称 も 決ま っ た 「 か ぐ や 」 は 、 皆さま か ら 
寄せ られ た 41 万 件 余り の 名 前 と メッ セー ジ を の せ て 月 に 
向かい ます 。 その 託さ れ た メッ セー ジ を ご 紹介 し ます 。 赤 
外線 天文 衛星 | あかり] が 1 年 間 、 地球 の まわ り を 回 りな 
が ら 撮 り た め た 画像 を つない だ 宇宙 全 図 。 雄大 な 宇宙 の 
広がり を 味わう こと が で きま す 。 準 天頂 衛星 シス テム の 
寺田 弘 慈 プロ マネ と 大 気球 観 
測 セ ンタ ー の 吉田 哲也 教授 、 若 
き ふ た り の プロ ジェ クト にかけ 
る 意気 込み る じっくり と お 読み 

くだ さい 。 
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任 、 警 備 主任 、 


[衛星 主任 ] 、 企 画 主任 、 総 務 主 任 、 渉 外 主任 、 情 報 連 絡 圭 任 


任 、 飛 行 安 全 主任 、 射 場 安全 


ロケ ッ ト 主任 、 射 場 


※[ 衛 星 主任 ] は 、JAXA ミ ッ シ ョ 許 の 時 の み 配 置 
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作業 完了 の 報告 


監理 責任 者 還 還 還 還 還 還 還 還 要 き 和 行 責任 者 


民間 移管 後 


ー ジ ャ 、 


打ち 上 げ チョ ム 長 


ッ ン ヨン ョ RI 


三菱 重工 業 ) 


打ち 上 げ 


( 


安全 確保 の 観点 か ら の 
打ち 上 げ 執 行 可否 判断 


任 、 
保安 主任 、 企 画 管理 主任 


(JAXA) 


| 打ち 上 げ 安 全 
飛行 安全 


まもなく 打ち 上 げ ら れる 月 周回 衛星 | か ぐ で や 」 の 
ペー パー クラ フト を つく っ て み ま せ ん か ,. 


この ペー パー クラ フト は 、 
本 誌 の 編集 委員 で も ある 


宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 の 
計 し た も の で す 


阪本 成一 さん が 設 


宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 の 阪本 成一 教授 


きっ か け は 
ALMA 計 画 の 広報 ツー ル 

阪本 さん は 今年 4 月 に JAXA に 赴任 し まし 
た が 、 そ の 前 は 国立 天文 台 で ALMA( ア タカ 
マ 大 型 ミ リ 波 サ ブ ミ リ 波 干渉 計 ) 計画 に た ず 
さわ っ て いま し た 。 標高 5000m の チリ 、 ア 
タカ マ 高 原 に 全部 で 80 基 の 電波 望遠 鏡 を 
設置 し 、 宇 宙 初 期 の 銀河 の 誕生 や 惑星 の 形 
成 現場 な ど を 観測 し よう と いう の が ALMA 
計画 で す 。 この ALMA 計 画 の 広報 ツー ル と 
し て 阪本 さん が 考え た の が 、ALMA 計 画 で 
使わ れる 電波 望遠 鏡 の ペー パー クラ フト で 
し た 。 阪本 さん の ペー パー クラ フト は アン 
テ ナ の 向き を 変え た り で きる 可動 部 分 が あ 
る の が 特長 で 、 と て も 人 気 が あ り ま し た 。 

「 天 文 全 で は 全部 で 9 種類 くら い 手 が け 
まじ た が 、JAXA に 来 だ た の で 、 今 度 は 人 正 
衛星 シリ ー ズ か な と 考え 、 ま ず 「 か ぐ や を 
つく っ て みる こと に し まし た 」 と 阪本 さん 。 


設計 の コツ は 
何 を 見 せ た い か 考え る こと 

で き あ が っ た 「 か ぐ で や 」 の ペー パー クラ フ 
ト に は 、 阪本 さん オリ ジ ナ ル の 工夫 が 随所 
に 。 ハイ ゲイ ン ア ン テ ナ は も ちろ ん 動き 、 太 
陽 電 池 パ ドル は 展開 可能 。 月 磁場 観測 装 
置 の 長い マス ト も 伸び 、2 個 の 子 衛星 も 分 
離 で きる よう に な っ て いま す 。 

「 設 計 の コツ は 、 まず 、 何 を 見 せ た い か を 
考え る こと 。 省略 する と ころ は 省略 し て 、 技 
術 の 勤 ど ころ の よう な も の は 残す 。 そ れ か ら 、 
や は り 動 く と ころ が ある と 面白 いで すね 」 

縮尺 は 50 分 の 1。 宇宙 科学 研究 本 部 に は 
H-IA の 50 分 の 1 模型 が 展示 され て お り 、 こ 
れ の フェ アリ ング に 収め る こと も で きる の 
で 、 打 ち 上 げ の 説明 な ど に 好都合 と の こと 。 
ふだん は フェ アリ ング と ほぼ 同 サ イズ の ペッ 
ト ボ トル に 入れ て いつ も 持ち 歩い て いま す 。 

「 記 者 の 方 に 説明 する 時 も 、 こ うい う 模 
型 が ある と 、 よく わか っ て も ら え ます | 

ペー パー クラ フト の 型紙 を つく る の は 根 
気 の い る 仕事 で 、 実 際 の 図面 を 参考 に し な 
が ら 起 こし て いき ます 。 カッ ター の 入れ 方 
が 楽に な る よう な レイ アウ ト の 工夫 も し ま 
す 。 型紙 が 完成 し た ら 、 今 度 は つく り 方 の 
説明 書 を 図解 入り で つく ら な けれ ば な り ま 
せん 。 多忙 な 阪本 さん で す が 、 次 の ター ゲ 
ッ ト は 、 や は り 「 は や ぶさ 」 で し ょ うか 。 


か ぐ や の = 
ペー/ \ー ク ラフ ト を 
つく っ て みよ う ! 


4 本 の 月 レー ダー サウ ンダ ー を 付け た フル スペ ッ ク バ ー ジ ョ ン 


〒 


※ 阪 本 さん が 設計 し た 「 か ぐ や ] ペ ー パ ー ク ラフ ト は 、 
次 の ウェ ブサ イト か ら 入 手 で きま す 。 
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スペ ー ス シャ トル 搭乗 の た め の 
訓練 と 国際 宇宙 ステ ーション 
長期 滞在 の た め の 訓 練 が ある 


宇宙 飛行 士 の 訓練 に は スペ ー ス シャ 
トル に 搭乗 する た め の 訓 練 と 、 国際 宇 
宙 ス テー ショ ン に 長期 滞在 し 、 実験 等 を 
実施 する た め の 訓 練 と 、2 種 類 の 訓練 
が あり ます 。 

スペ ー ス シャ トル に 搭乗 する 宇宙 飛 
行 士 は 、 コ マン ダー (船長 ) 、 パイ ロット 
及び ミッ ショ ンス ペ シ ャ リ スト (MS : 搭乗 
運用 技術 者 ) に 区 分 され 、 NASA (米国 
航空 宇宙 局 ) が 行っ て いる MS 基礎 訓 
練 コ ー ス 、 通 称 ASCAN 訓 練 (AStronaut 
CANdidate 三 宇宙 飛行 士 候補 者 ) を 受 
け 、 宇宙 飛行 士 と し て の 認定 を 受け た 
後 、 ミ ッ シ ョ ン 割 り 当 て 待機 期間 中 の 訓 
練 を 経て 、 搭乗 が 決ま っ た 際 に は その 
ミッ ショ ン 固 有 の 訓練 を 受け る こと に な 
り ま す 。 

国際 宇宙 ステ ーション の 組み 立て で 
中 心 的 な 役割 を 担う の は MS で あり 、 
土井 ・ 星 出 ・ 若 田 の 3 宇宙 飛行 士 と も 
この MS 訓練 を 修了 し 、 MS と し て の 認 
定 を 受け て いま す 。 


各国 宇宙 機関 の | 基礎 訓練 | 
を 経て [国際 宇宙 ステ ーション 
搭乗 宇宙 飛行 士 ] に 認定 


次 に 国際 宇宙 ステ ーション に 長期 滞 
在 し 、 実 験 等 を 実施 する た め の 訓 練 に 
つい て ご 説明 し ます 。 

まず 宇宙 飛行 士 候補 者 は 、 ど の ミッ 
ショ ン に も 必要 と な る [基礎 訓練 」 を 受 
け ま す 。 

基礎 訓練 は 、 国際 宇宙 ステ ーション に 
滞在 する た め に 必要 な 科学 的 ・ 技 術 的 
な 基礎 知識 や 技能 、 語 学力 、 体力 、 心 
構え な ど を 習得 する も の で 、 約 1 年 半 に 
わた っ て 実施 され ます 。 この 訓練 は 、 
その 後 の さ ら に 高度 な 訓練 を 円 滑 に 進 
め る た め の 知識 の 習得 も 兼ね て いま す 。 

基礎 訓練 は 、 その 宇宙 飛行 士 候補 者 
が 所 属す る 宇宙 機関 (日 本 で は JAXA) 
が 責任 を も っ て 実施 し ます 。 基礎 訓練 

終了 し た 宇宙 飛行 士 候補 者 が 、「 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン 搭 乗 宇宙 飛行 士 ] と 
し て 認定 され る の で す 。 


字 宙 飛行 士 の 
訓練 プロ グラ ム は ? 


来年 か ら 日 本 人 宇宙 飛行 士 が 参加 する 
[ き ぼ う ] 日 本 実験 棟 の 組み 立て ミッ ショ ン が 始ま り ま す 。 
土井 隆雄 ・ 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 に よる 2 回 の 組み 立て 
ミッ ショ ン に 続き 、 若田 光一 宇宙 飛行 士 は 建設 中 の 
国際 宇宙 ステ ーション に 約 3 か 月 間 滞在 し 、3 回 目 の 
組み 立て ミッ ショ ン を 担当 し ます 。 

今回 は 、 こ うし た ミッ ショ ン に 向け た | 宇宙 飛行 士 訓練 プロ グラ ム | 
に つい て ご 紹介 し ます 。 


宇宙 飛行 士 認 定 


/SS 具 栖 租 


ーー 
期間 固有 訓練 期間 
約 1.5 年 1.5 一 2 年 程度 、 う ち 実 不定 期 約 1.5 年 
際 の 訓練 は 1 年 程度 で 
実施 
国際 宇宙 ステ ーション 


搭乗 日 本 人 宇宙 飛行 士 が 受け る 訓練 の 流れ 
アド バン スト 訓練 と イン クリ メン ト 固 有 訓 練 と の 間 に ブ ラン ク が 生じ る こと が あり 得る た め 、 
その 間 の 知識 や 技能 レベ ル の 維持 ・ 向 上 の た め に リフ レッ シャ ー 訓 練 (技量 維持 向上 訓練 ) が 
挿入 され ます 。 この 訓練 期間 は ケー ス ・ バ イ ・ ケ ー ス で ある た め 、 
他 の 訓練 の よう に 予め 期間 が 定め られ て は いま せん 。 


NASA で 行う | アド バン スト 訓練 | 
と 実践 に 肥 し た |「 イン クリ メン ト 
固有 訓練 | 


基礎 訓練 を 終え た 宇宙 飛行 士 は 、 次 
な る 「 ア ド バ ン ス ト 訓 練 ] に 臨み ます 。 こ 
の 訓練 は 、 約 1 年 間 か け て 国際 宇宙 ス 
テー ショ ン に 関す る 一 般 的 な シス テ ノ 運 
用 を 学ぶ も の で 、 NASA の 施設 で 海外 
の 宇宙 飛行 士 と 共に 行い ます 。 また 、 
「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 の シス テム 運用 訓 
練 に つい て は 筐 濾 宇 宙 セ ンタ ー で 行い 、 
日 本 人 宇宙 飛行 士 の みな ら ず 、 海外 の 


宇宙 飛行 士 も 参加 し ます 。 

その 後 は 、 実際 の 飛行 が 決ま っ た 宇宙 
飛行 士 が 、 自分 に 与え られ た 具体 的 な 任 
務 の 遂行 に 必要 と な る 、 実践 に 則 し た 
| イン クリ メン ト 固 有 訓 練 ] で 総 仕上 げ を 行 
いま す 。 訓練 期間 は 約 1 年 半 で 、 ペイ ロー 
ド ご と に 固有 の 訓練 や 運用 訓練 、 国際 宇 
宙 ス テー ショ ン 全 体 の 統合 訓練 な ど を 海 
外 の 施設 で 、 ま た 「 き ぼう 」 で の 各種 実 
験 訓練 や メン テ ナ ン ス 訓練 、 運 用 管理 や 統 
合 訓練 を 筑波 宇宙 セン ター で 実施 し ます 。 

次 号 で は 、 どん な 訓練 を 行う の か も う 
少し 具体 的 に ご 説明 し ます 。 


筑波 宇宙 セン ター で 
船 外 活動 の 模擬 試験 を 行う 
古川 聡 宇 宙 飛 行 士 
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上 ノ 山 崎 宇宙 飛行 士 の ミニ ミニ 宇宙 学校 


下 ノ キャ ン パ ス の 中 庭 で 行わ れ た 水 ロ ケッ ト 打 ち 上 げ 大 会 


| だ いち 」 が 観測 し た 
新潟 県 中 越 沖 地震 の 地 鼓 
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に MSkct に ユ ッ 】 に | 


依 較 上 例 の 相模 原 キ ャ ン パ ス ( 神 開 ミ 能 
座 困 | . 相模 原市 ) の 一 般 公 開 が 、 員 8 


Si 
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今年 も 7 月 21 日 に 行わ れ ま し た 。 催 の 2 各 
今回 は 、 山 崎 直 子 宇 守 飛 行 士 る 間 0 人 末 治 上 距離 の 差 か ら 地 の 変動 分 を 前 
授業 に 参加 し た ミニ ミニ 宇宙 学 パ 笠間 譜 | (新潟 市 の 南西 約 60km) り 出す 「 差 分 干 涼 処理 ] し て 得 た 


校 や 、9 月 に 打ち 上 げ 予 定 の 「 か 
ぐ や ] 直 前 情報 の ほか 、 | あかり] 


の 深 さ 約 17km を 震源 と し て 発生 
し た 「 平 成 19 年 (2007 年 ) 新潟 県 


地殻 変動 図 で す 。 衛星 と 地面 の 
間 の 距離 の 伸び 縮み 具合 を 色 で 


「 ひ の で 」「 す ざく 」「 は や ぶさ き 」 の 
最新 画像 の 公開 、 水 ロケ ッ ト の 工 
作 ・ 打 ち 上 げ な ど 盛 り だ くさ ん 
の 内 容 。 い つも は 見 られ な い 施 
設 の 公開 や 、 最新 の 研究 内 容 を 
見 に 、 家族 連れ な ど 1 万 6200 人 


Z 
と 4 
w 


の /788 の // 
紀 玉 患 1 3x 


DNS 


中 越 沖 地震 ] の 被災 地 の 地 殻 変 
動 パ ター ン を 、 この ほど 公開 し ま 
し た 。 これ は 、 陸 域 観 測 技術 衛 
星 「 だ いち 」 搭載 の 合成 開 ロ レー 
ダ 「 パ ル サ ー」 (PALSAR) が 7 月 
19 日 に 取得 し た 画像 と 、 今年 1 月 


表し て お り 、 震源 の すぐ 東 の 陸 
域 を 中 心 と し た 地域 で は 、 衛星 
と 地面 の 距離 が 最大 約 30cm 近 
づい た (隆起 した) こと が わか り 
ます 。 また 、 そ の 南側 の 地域 で は 

逆 に 衛星 と 地面 の 距離 が 約 15cm 


が 来場 し て キャ ン パ ス は 終日 の さ 16 日 に 同じ パル サー が 取得 し て 離れ た (沈降 し た ) こと が 観測 さ 
賑わい を 見 せま し た 。 いた 画像 デー タ を 、 2 回 の 観測 の れ ま し た 。 


INFORMIATIONB 


由 も 衛星 アイ デ 


ア 


氏 


アク 
ン 


五 H 


カ 


"アコ ン テ ス ト の 入賞 イ の 


日 
ES 秀 に ル 分 低 上 数 くし 学 で 一 査 宙 コ で イィ 商 詞 
3 17 の 仙人 旧 と 
ミ 音 公 区 
- 4 ! 甘 選 ヽ の 個 と 6 年 上 の グ 天 開 の の ス も 半 
ば そ イ 人 高 1 の の コル が 中 ほ 未 「 る 絵 ら た 
れれ の 学 作 2 開 1 行 の を 米 ! 画 いて 
まそ トト 3 年 晶 る 催 ス ブ わ 相 松 を さと ゃ な け 
た 最 タ イネ 中 急 作 す は 人 全 原信 2 の 省 う と こ 
" 優 ラ ト 学 増 品 が 人 し キッ 。 ヽ 4 県 フ 思 こ 
生 邊 S ヽ 昨 を 7 1 1 振 = 
秀 フ そ 生 の 昨 る た YY 月 (デア ト うん 
賞 よ し の 小 3 応 年 対 s ン ター ァ ィ 〒 衛 な 
』 2 21 ha 人 
と 部 て 3 学 倍 募 に 象 小 パ 和 有 の が デ 符 星 衛 
優 門 グ 区 校 以 総 続 に 中 スバ 審 宇 ア ン を 星 


表彰 式 に 集まっ た 入賞 者 た ち 


A 人 六 A 


INFORMIATION 戸 


「 きみ も 衛星 の 名 付け 親 に な ろう !] 
8 月 26 日 まで | WINDS] の 
愛称 を 蜂 集 


0 称 能 ン 募 発 き 
3 募 で 締 音 へ 
: 集 す 1 切 し ら 
2 キ を うう は や が 
0 ツル も ト 朋 和 人 
0 ぺ < ー る 
村人 導 ら し 

。 ダ 帯 日 と く 
3 事 w 電 で を は 
0 務 T 語 は 示 カ 
まで D 褒 信徒 カ 
Bb 上 、 き る 
- 工 愛 可 イ 応 ^ 


AL 


VYSTTtSー 


フ NL 
ーー へ キ ギ N) nhT 
|NNINppp テ ーー | 


JA 火 AS 


回 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


愛 S 種 者 つい S 高 
DK に ライ 
も 3 

上 宇 か まけ 対 ン ー ん 人 
衛 げ 宙 ら する し 往信 
星 見 セ 抽 * よ た ネ 同 吾 
の 学 ン 選 思う の うら 吹 半 
内 に タ で 定 品 ト 訓 通 
きり [ 朋 交 可 衛 開 信 
ィ 待 の ぢ な 公 の み 吉 し 完 
メ し W2 の 募 を W て 機 
| ま 上 [名 こ 集 も T い 構 
ジ ま RN 様 提 を っ N る ス 
で %D を 案 行 て D 超 N 


| 他 宇宙 航空 を も っ と 身近 
) あ ※ じ 、 楽 し みな が ら 、 宇宙 へ 


の 興味 を も つこ と が で きる 、 新 
し い イ ンタ ーネット サー ビス |JAXA 
クラ ブ 」 を 開始 し まし た 。 これ ま 
で 宇宙 航空 分 野 に 興味 は ある が 
近づき が た いと か 、JAXA ウ ェ ブ 
サイ ト は 少し 難し いと いっ た 感想 
を も っ て いた 方 々 を 対象 に し て 
お り 、 青少年 向け ニュ ー ス と リン 
ク 集 に 、 動画 ニュ ー ス を 加え た 


』「 誰 で も 気軽 に 見 られ る サイ ト ] 


と 、 JAXA 和 宇宙 検定 ] や [会員 ひ 
ろば ] 等 の 会 員 参 加 型 コ ン テ ン ツ 
を 設け た [会員 専 用 サイ ト ] の 2 つ 
で 構成 され て いま す 。 夏休み 中 
に ぜひ ご 家族 で の 会 員 登録 を お 
待ち し て いま す 。 


@「JAXA ク ラブ 」 ウェ ブサ イト 
http://Www.jaxaclub.jp/ 


の 


発行 企画 但 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 倫 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 


デザ イン 欠 Better Days 
印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


平成 19 年 8 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 表 宮 
副 委員 長 矢代 清高 
委員 阪本 成一 


顧問 山根 一 眞 


愛称 募集 の 告知 チラ シ 
介 イ ンタ ーネット https://Www.boshu-jaxa.jp/Winds/ 
人 携帯 電話 http://mobile.jaxa.jp 


INFORMIATION4 


今年 度 冬 期 打 ち 上 げ 予 定 
| WINDS」 
抽 流 で 機体 を 


公開 


度 冬期 の 打ち 上 げに 向け て 
いよ 最終 準備 段階 に 入っ て 
いる 超 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 
| WINDS] の 機体 を 6 月 26 日 、 筑 
波 宇 宙 セ ンタ ー で 公開 し まし た 。 
「 WINDS] は 、 宇宙 と 地上 の ネッ 
トワ ー ク を つなぎ 、 衛星 を 使っ た 
最大 1.2Gbps の 超 高 速 に よる デ 
ー タ 通信 を 可能 に する 技術 を も 
つ な ど 、「 い つ で も 、 どこで も 、 
だ れ で も 」 必要 な 情報 が 得 ら れ 
る 社会 の 実現 を めざし て 開発 さ 


れ て いま す 。 


種子 島 宇宙 セン ター 


H- TA ロケ ッ ト 打 ち 上 け げ 見学 ボ ポイ ント 


月 に 予定 され て いる H- IA ロケ ッ 

ト 13 号 機 に よる 月 周回 衛星 「 か ぐ 
や (SELENE) 」 の 打ち 上 げ 当 日 は 、 種 子 
島 宇 宙 セ ンタ ー 全 域 と 、 打ち 上 げ 射 点 
を 中 心 に 半径 3km 以 内 が 立ち 入り 禁 
止 と な り ま す 。 セン ター の 外 で 3km 以 
上 離れ た 場所 で あれ ば 、 ロ ケッ ト の 打 
ち 上 げ を 自由 に 見 る こと が で きま す 。 


※ 種 子 島 の 画像 は 、 昨年 6 月 20 日 に 「 だ いち 」 が 撮影 し た も の 


向 堂上 プ < 寺 ロ 陸 
ー さ NH 一 導 肥 下 貞 


長谷 展望 公園 

公立 種子 島 病院 の すぐ 東 に 位置 する 公 
園 で す 。 駐車 場 か ら 芝 生 の 方 向 へ 歩い 
て 行く と 、 目 の 前 に 射場 の 全景 が 広 が 
り ま す 。 障害 物 が 何 も な く 、 ト イレ 等 も 昼 
整備 され て お り 、 打 ち 上 げ 観 賞 に 最適 
の 場所 で す 。 

- 是 = ヨ 

国道 75 号 線 の 近く の 「 上 里 」 と いう 地区 
か ら 打 ち 上 げ を 見 る こと が で きま す 。 
距離 的 に は 比較 的 宇宙 セン ター に 近い 
の で す が 、 
場所 が な く 、 少 し 不便 か もし れ ま せん 。 


前 之 峯 クラ ンド 

南種子 町 内 で いち ば ん の 繁華 街 「 上 中 」 
に ある グラ ンド か ら も ロケ ッ ト の 打ち 上 
げ を 見 る こと が で きま す 。 射 点 が ちょ う 
ど 山 に 隠れ て し まう た め リ フト オフ の 
瞬間 は 見 られ ませ ん が 、 ま わり に 障害 
物 が 一 切な く 、 き れい に 打ち 上 げ を 見 
の (2KGE9ESC 

宇宙 
前 之 峯 グラ ンド より 南 に 位置 する 公園 
で す 。 ここ で は 、 ほぼ 正面 の ロケ ッ ト が 
空 へ 打ち 上 が る 様子 を 見 る こと が で き 
ます 。 アス レ チ ッ ク の よう な 建造 物 が あ 
り 、 そこ へ 登っ て 見 る こと も で きま す 。 
門倉 岬 

島 の 南西 端 に ある 鉄砲 伝来 の 地 と し て 
有名 な 岬 で す 。 射 点 か ら 少 し 遠い で す 
が 、 海 を 一 望 で きる と て も きれ いな と こ 
ろ で す 。 岬 の 先 か ら ロ ケッ ト が 打ち 上 が 


翌 所 と し て 整備 され て いる 


ヶ 丘 公園 


る 様子 を 長 時 間 見 られ ます 。 


k 
ゴ レ と 
ご 。 ーー 
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